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はじめに 

イシマキガイはアオブネガイ科に属する巻貝で，

成長すると殻径は 15～20mmになる．殻はほぼ球形

で，殻頂部が侵食されていることが多い．殻の表

面は微細な三角斑が密にある（写真１）．付着藻類

を食べる傾向が強く，岩に吸着する能力が高いた

め，河川の瀬で付着藻類の多い岩場に見られる．

礫やコンクリート等に直径１～２mm 程度の卵嚢

（写真２）を産み付け，孵化した幼生は海へ流下

し，汽水域で変態して幼貝になり，徐々に汽水域

から淡水域へと遡上し成貝になる（原口・冨山，

2018）．日本海側では，新潟県（佐渡島を含む）の

三面川が北限とされ，主に汽水域から純淡水域の

下流域の岩礫上に生息する（新潟県，2001）．富山

県では，1982年に富山市岩瀬浜で打ち上げ貝とし

ての記録がある（布村・宮元，1994）が，生貝は魚

津市の角川でのみ確認されている（高山ほか，

2008）． 

今回，魚津水族館で行った淡水魚類の調査時に，

イシマキガイの新たな生息地を８か所発見したの

で報告する． 

 

調査方法 

調査期間は 2008年から 2018 年までの 10年間

で，富山県内の計 33か所の河川や用水路を対象

とした．本種は目視で発見が容易であるため，捕

獲は主に素手で行った． 

 

写真１：イシマキガイの成貝 

 

写真２：白い粒がイシマキガイの卵嚢 

結果と考察 

図１と表１にイシマキガイが確認された地点

と，確認できなかった地点の記録を記した．表１

の採集年月日は連続する８桁の数字で示した

（20180101は 2018年１月１日を表す）．今回，

新たに発見された生息地は 33か所中の８か所

で，富山県西部の氷見市で６か所（写真４～

９），県東部の富山市で１か所（写真 10），滑川
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市１か所（写真 11）であった．発見された生息

地は緩やかに流れる浅い河川や用水路の下流部ま

たは河口部であった．生息地の環境は比較的開け

たところで，河床の転石や礫に日光が注いでお

り，多くのイシマキガイが転石の上面や側面で見

られた（写真３）．確認された生息地の河口部

は，流れがほとんどない緩やかな汽水域を呈して

いた．一般的に，富山県西部は平野部が多く下流

域や河口域は緩やかに流れる河川が多い一方で，

県東部は急流河川が多いことから河口域も流れが

強い河川がほとんどである．イシマキガイの生息

地が富山県西部に偏っているのは，県西部は勾配

の緩やかな地形で河口部に汽水域が発達している

のに対して，県東部は急流河川が多く汽水域が少

ないため幼貝の着底に適していないと推測され

た．また，小原・冨山（2000）は，イシマキガイ

は岩表の付着藻類を食べている傾向が強いことか

ら，泥地を好まず岩表に多いことを報告してお

り，転石や礫が存在することが着底後の成長に欠

かせないことを示している．県西部の調査地点に

おいて生息が確認できなかった下流域や河口域は

河床に転石が見られず泥地であったことが生息に

不適な環境と推測できる．これらのことから，幼

貝が着底できる発達した汽水域があることと，成

長に欠かせない適度な転石帯や礫等などの生息環

境が揃っていることが条件であることが確認され

た．  

今回のイシマキガイの記録は，淡水魚類の調査

時に確認されたものであり，イシマキガイのサイ

ズ等については調べていない．今後，イシマキガ

イに焦点を当てた調査をすることで，新たな生息

地点や生態などに関する知見が得られる可能性が

高い．イシマキガイはレッドデータブックとやま

2012（富山県，2012）では情報不足とされている

が，近隣の福井県・石川県・新潟県では準絶滅危惧

に指定されている．富山県におけるより詳しいイ

シマキガイの生息調査を行い，富山県内のイシマ

キガイの生息状況を把握したいと考えている． 

 

写真３：岩表につく多数のイシマキガイ 
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写真４：氷見市中田 下田川下流 

 

 

写真５：氷見市姿 出土川下流 

 

 

写真６：氷見市宇波 宇波川 

 

写真７：氷見市小杉 用水路 

 

 

写真８：氷見市薮田 薮田水路下流 

 

 

写真９：氷見市阿尾 阿尾川下流 
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写真 10：富山市水橋西天神町 白岩川と 

下条川合流点 

 

写真 11：滑川市魚躬 上市川河口 

 

 

 

図１：既知生息地点と今回の調査地点 

☆：即知生息地点、〇：新たに生息が確認された地点、●：生息が確認されなかった地点 
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表１：生息が確認された地点と確認されなかった地点 
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